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令 和 ２ 年 １ 月 ２ ０ 日 

大 崎 市 

鳴 子 ダ ム 管 理 所 

 

鳴 子 ダ ム で 日 本 酒 貯 蔵 の 実 験 ！  

～ 大 崎 市 と 鳴 子 ダ ム で 覚 書 を 調 印 ～  
 

 大 崎 市 と 鳴 子 ダ ム 管 理 所 で は 、 近 年 高 ま っ て い

る ダ ム 人 気 を 背 景 に 、 地 域 活 性 化 の 一 環 と し て 、

大 崎 市 内 の 醸 造 元 に よ び か け 、 ダ ム 内 部 や 旧 道 の

排 水 ト ン ネ ル に お い て 、 日 本 酒 の 長 期 熟 成 保 存 試

験 を 予 定 し て お り ま す 。  

そ れ に 先 立 ち 、 下 記 の と お り 大 崎 市 と 鳴 子 ダ ム

管 理 所 が 覚 書 を 交 わ し ま す 。  

 

１ ．  覚 書 の 目 的  年 間 を 通 じ て 温 度 変 化 が 小 さ い ダ ム 関 連 施 設 に お い て 、 日
      本 酒 の 貯 蔵 を す る た め の 必 要 な 事 項 を 定 め る も の 。  

２ ．  調 印 場 所   大 崎 市 役 所 市 長 応 接 室  

 

３ ．  調 印 日 時   令和２年 1 月２４日 ９：００～  

 

４ ．  調 印 者    大 崎 市 長 、 鳴 子 ダ ム 管 理 所 長  

 
  

 

【 発 表 記 者 会 】  古 川 記 者 ク ラ ブ  

 

 

問 い 合 わ せ 先  
 

大 崎 市 産 業 経 済 部 観 光 交 流 課  
課 長 補 佐  入 野 田  和 浩 （ 酒 造 会 社 等 に つ い て ）  

TEL 0229-２ ３ -７ ０ ９ ７   FAX 0229-２ ３ -７ ５ ７ ８  

 

東 北 地 方 整 備 局  鳴 子 ダ ム 管 理 所  

 所 長  佐 藤  徳 男 （ 保 管 場 所 等 に つ い て ）    

TEL 0229-82-2341  FAX 0229-83-3855 

 

 

 



令和２年１月２４日 
大   崎   市 
鳴 子 ダ ム 管 理 所 

 
 

鳴子ダム「長期熟成酒」貯蔵実験による地域活性化のとりくみ 

 
近年、日本酒の長期熟成酒が各地で人気となっています。長期熟成のためには年間

を通して安定した温度環境が必要とされています。 
 また、国土交通省では最近のダム人気を背景に、ダムを観光資源として活用する地

域活性化方策に取り組んでいます。 
 このような中、一部のダムではダム内のトンネル（監査廊等）を利用して日本酒の

貯蔵実験が行われています。 
鳴子ダムにおいても同様な取り組みが可能なのかを、地元大崎市の酒造会社のニー

ズ把握し、その結果に応じて実証実験の場を提供し、地域活性化に取り組みたいと考

えています。 

 
 
これまでの取り組み 

 

１． 大崎市が市内の酒造会社の意向を確認 
酒造会社において、ダムでの貯蔵に興味があるのか。ニーズ調査を行い参

加の意向を確認する作業。 
※ 令和元年９月～１１月実施 

 
２． 興味のある酒造会社による鳴子ダムの現地視察会 

実証実験に参加の意向を示された方々による、貯蔵候補地の視察・状況確

認。（運搬手段、通年の温度状況、管理手法等の確認） 
※ 令和元年１２月５日実施 

 
３． 大崎市と鳴子ダムで覚書（協定）締結 

※ 令和２年１月２４日調印 

 
４． 鳴子ダムで実証試験開始 

※ 現在、調整中。（記者発表予定） 

 


